
グリーン社会の実現（脱炭素社会・循環経済への対応）

1. 資源循環の実現に向けた結合・分解の精密制御（JST）

2. 複雑な輸送・移動現象の統合的理解と予測・制御の高度化（JST）

3. Society 5.0時代の安心・安全・信頼を支える基盤ソフトウェア技術（JST）

4. 『バイオDX』による科学的発見の追究（JST）

5. 元素戦略を基軸とした未踏の多元素・複合・準安定物質探査空間の開拓（JST）

デジタル社会の形成（DXによるイノベーション推進）

コロナ後の新たな社会の創造（JST/AMEDの連携強化）

6. 感染症創薬科学の新潮流（AMED）

7. 「総合知」で築くポストコロナ社会の技術基盤（JST）

8. ヒトのマルチセンシングネットワークの統合的理解と制御機構の解明（JST・AMED共通の目標として一体的に推進）

令和３年度 戦略目標及び研究開発目標について

国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)及び日本医療研究開発機構(AMED)では、文部科学省が定める戦略目標及び研
究開発目標（以下、戦略目標等という。）の下、組織・分野の枠を超えた研究体制を構築し、戦略的に基礎研究を推進する「戦略
的創造研究推進事業」及び「革新的先端研究開発支援事業」を実施しています。

 この度、文部科学省において、論文動向等の分析の他、有識者へのヒアリング等を通じて、科学的価値や経済・社会的インパクト等、
多角的な観点から議論し、戦略目標等を策定しました。

幅広い分野の研究者の結集と融合により、ポストコロナ時代を見据えた基礎研究を推進します。
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※それぞれの戦略目標等について、括弧書きの法人に対して文部科学省から提示。4月以降、JST及びAMEDにおいて公募予定。


